
2008年10月18日現在

SLC 東北大学 新潟大学 日本大学 勝数 引分 負数 勝点 得失点差 順位

仙台ラクロスクラブ home ○15‐8 ○11-4 ○15-2

(SLC) away ○12‐9 ○16‐4 ○31-2

home ×9‐12 ○12-5 ○55-0

away ×8‐15 ○12－6 ○36‐1

home ×4－16 ×6－12 ○44‐0

away ×4-11 ×5-12 ○41-0

home ×2-31 ×1‐36 ×0-41

away ×2－15 ×0-55 ×0-44

【2部リーグ】

東北学院 FRONTIERS 国際医療 T-rise wald 岩手 東北福祉 勝数 引分 負数 勝点 得失点差 順位

東北学院大学 ○19-0 ○8‐4 ○15-8 ○21-1 ×8-12 ○22‐1 5 0 1 15 67 1

FRONTIERS ×0-19 ×1-7 ×4－7 ○9‐6 ×2‐14
○[不戦勝]

1‐0
2 0 4 6 ‐30 5

国際医療福祉大学 ×4‐8 ○7-1 ○7‐6 ○8‐2 △7-7
○[不戦勝]

1‐0
4 1 1 13 10 3

T-rise ×8-15 ○7－4 ×6‐7 ×5-15 △7-7
○[不戦勝]

1‐0
2 1 3 6 -14 4

wald ×1-21 ×6‐9 ×2－8 ○15-5 ×4-11 ○13-0 2 0 4 6 -13 6

岩手大学 ○12-8 ○14-2 △7‐7 △7-7 ○11-4 ○13-1 4 2 0 14 35 2

東北福祉大学 ×1‐22
×[不戦敗]

0‐1
×[不戦敗]

0‐1
×[不戦敗]

0‐1
×0‐13 ×1－13 0 0 6 0 -49 7

大会形式

   獲得した勝ち点数が同点の場合の順位決定は、以下の順序に従い決定する。但し、決定方法は下記（１）から（５）の順序で適用しなければならない。
（１）当該チームのうち、本大会で不戦敗をしているチームを下位とする。
（２）当該チームの間の勝敗により決定する。
（３）当該チームのリーグ全試合における得失点差で決定する。
（４）当該チームのリーグ全試合における総得点の多いチームを上位とする。
（５）当該チームの代表者１名による抽選によって決定する。

 　※（３）（４）の段階で順位決定をする際には、不戦敗したチームの試合結果は全て考慮しないものとする。
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入替え戦を行う。ただし、HOME&AWAY形式はユニフォームだけの適応であり、試合会場には影響しない。
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◎1部の上位2チームにより決勝戦を行う。

◎予選リーグの順位決定方法は勝ち点制度（勝ち：3点、引き分け1点、負け：0点）に従い、全試合終了した時点で獲得した勝ち点が多いチームから上位とする。　

-217

◎1部の4位と2部の1位のチームが入替え戦を行う。この場合、大学Ｂチーム（Ｃチーム）が2部の1位になった場合は、大学Bチーム（Cチーム）の次点のチームが
入替え戦を行う。入替え戦の結果は来年度の1部、2部に直接反映される。
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第15回東北地区ラクロスリーグ戦・男子

【1部リーグ】

東北大学

◎男子は1部が総当り式のHOME＆AWAY形式で行い、2部が総当たり戦を行う。そして、1部の上位2チームにより決勝を行い、1部の4位と2部の1位のチームが

新潟大学

日本大学工学部
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